
（５）平成２4年（2012年）11 月 2 日 第　１８０ 号ひらつか議会だより

初
日①議案の提案説明 市長が議案（予算や条例など）の提案理由を説明しま

す。

２
～
５
日
目

②総括質問 議員が議案や市政全般について審議、質問し、市長の
説明を求めます。

③委員会に付託 提案された議案等を、内容によって常任委員会（総務
経済、都市建設、教育民生、環境厚生）に付託します。

平
塚
自
民
ク
ラ
ブ

総括
質問
主な質問と答弁

9
月
定
例
会

金
子
　
修
一 
議
員

平
塚
市
の
教
育
力
向
上

学
力
向
上
の
取
り
組
み

問　
平
成
19
～
21
年
度
に
実
施

さ
れ
た
全
国
学
力
学
習
状
況
調

査
に
お
い
て
、
県
内
で
は
鎌
倉

市
が
ト
ッ
プ
で
平
塚
市
は
下
位

で
あ
る
。
昨
年
も
こ
の
こ
と
を

質
問
し
た
が
、教
育
長
は
「
小
・

中
学
生
の
学
力
は
経
済
力
、
生

活
習
慣
、
学
習
環
境
に
影
響
さ

れ
る
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
ま

た
、伊
勢
原
市
と
比
較
す
る
と
、

本
市
は
小
６
で
は
18
・
５
点
差
、

中
３
で
は
14
・
２
点
と
い
う
大

差
で
追
い
越
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
を
教
育
委
員
会
は
ど
う
分
析

し
て
い
る
の
か
。

教
育
長　
他
市
と
の
比
較
や
分

析
は
行
っ
て
い
な
い
。
平
成
21

年
度
は
小
学
校
の
国
語
で
課
題

が
見
ら
れ
た
た
め
、
国
語
指
導

の
研
究
を
進
め
て
い
る
。

問　
伊
勢
原
市
は
大
幅
に
伸
び

て
い
る
。
近
隣
と
は
比
較
し
な

い
と
い
う
が
、
参
考
に
し
た
ら

ど
う
か
。

教
育
長　
情
報
交
換
に
努
め
た

い
。
下
位
に
あ
る
の
は
残
念
で

あ
り
、
向
上
心
を
持
っ
て
上
昇

す
る
よ
う
努
力
す
る
。

問　
今
年
度
の
全
国
学
力
テ
ス

ト
に
本
市
は
参
加
し
た
の
か
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
に
結
果
を
分

析
し
た
の
か
。

教
育
長　
全
学
校
が
参
加
し
、

臼
井
　
照
人 

議
員

見
附
台
周
辺
の
整
備
は

問　
見
附
台
周
辺
地
区
土
地
利

用
計
画
の
整
備
方
針
の
素
案
が

示
さ
れ
た
。
東
海
道
本
通
り
線

の
活
用
と
、
中
心
商
店
街
や
駅

西
口
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

副
市
長　

同
地
区
の
東
側
を

「
七
夕
軸
」、西
側
を
「
歴
史
軸
」

と
位
置
づ
け
、
特
性
を
生
か
し

た
一
体
的
な
整
備
を
行
う
中
で

民
間
か
ら
有
効
な
提
案
を
求
め

た
い
。
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
は

中
心
商
店
街
と
一
体
に
な
っ
た

回
遊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、
駅
西

口
か
ら
の
連
続
性
の
確
保
の
た

め
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い

く
。

問　
素
案
の
中
に
は
「
江
戸
方

見
附
を
左
右
に
配
置
す
る
」
と

あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
不
足

し
て
い
る
と
考
え
る
。

副
市
長　
こ
の
地
区
は
、
歴
史

的
に
も
景
観
的
に
も
素
晴
し

い
。
来
年
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
可
能

性
調
査
の
中
で
研
究
し
た
い
。

急
速
充
電
装
置
設
置

助
成
制
度
新
設
へ

問　
低
炭
素
社
会
の
構
築
に
向

け
、
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
が
さ
れ

て
い
る
。「
電
気
自
動
車
等
購

入
補
助
制
度
事
業
」
も
そ
の
一

つ
だ
が
、
急
速
充
電
装
置
の
設

置
に
つ
い
て
助
成
制
度
を
設
け

る
考
え
は
な
い
の
か
。

環
境
部
長　
県
内
に
は
１
３
０

基
の
充
電
装
置
が
あ
り
、
本
市

に
は
６
基
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。
電
気
自
動
車
の
普
及
を
促

進
す
る
た
め
、
早
け
れ
ば
来
年

度
か
ら
、
民
間
事
業
者
な
ど
が

充
電
装
置
を
設
置
す
る
際
の
助

成
制
度
の
実
施
を
目
指
す
。

中
学
校
の
武
道
必
修
化

問　
今
年
度
か
ら
中
学
校
の
保

健
体
育
の
授
業
で
「
武
道
」
が

始
ま
っ
た
。
私
は
中
学
生
が
武

結
果
を
授
業
で
活
用
し
て
教
育

指
導
に
役
立
て
て
い
る
。
な
お

結
果
の
分
析
は
行
っ
て
い
な
い
。

問　
前
回
の
質
問
か
ら
ど
の
よ

う
な
対
策
を
講
じ
た
の
か
。

教
育
長　
全
国
学
力
調
査
の
問

題
な
ど
を
例
に
し
て
、
改
善
点

を
助
言
し
て
い
る
。
さ
ら
に
学

習
習
慣
の
確
立
と
し
て
、
予
習

や
復
習
、
家
庭
学
習
の
効
用
な

ど
を
学
校
に
伝
え
て
い
る
。

い
じ
め
・
学
級
崩
壊

問　
滋
賀
県
大
津
市
の
い
じ
め

問
題
が
全
国
的
に
提
起
さ
れ
て

い
る
が
、
本
市
で
い
じ
め
の
相

談
は
何
件
あ
っ
た
の
か
。

教
育
長　
４
月
か
ら
８
月
の
間

に
12
件
あ
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
児
童
生
徒
か
ら
の
聞
き

取
り
、
保
護
者
面
談
、
家
庭
訪

問
な
ど
の
実
施
を
助
言
し
て
い

る
。
小
学
校
に
お
け
る
学
級
崩

壊
は
、
平
成
20
年
は
５
件
、
21

年
は
ゼ
ロ
、
22
年
は
５
件
、
23

年
は
６
件
で
あ
る
が
、
す
べ
て

の
ク
ラ
ス
で
一
定
の
改
善
が

あ
っ
た
。

中
学
校
給
食
の
実
施

問　
中
学
校
給
食
の
実
施
に
向

け
て
何
度
か
質
問
し
た
。
今
回

も
学
校
給
食
検
討
委
員
会
の
会

議
録
を
精
査
し
た
。
来
年
１
月

に
方
向
性
を
教
育
委
員
会
へ
提

案
す
る
と
い
う
。
一
年
半
に
も

わ
た
る
長
期
の
議
論
が
な
ぜ
必

要
な
の
か
。

教
育
長　
多
方
面
か
ら
議
論
す

る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
こ

の
検
討
期
間
を
設
定
し
た
。

問　
中
学
校
給
食
の
実
施
に
つ

い
て
は
、
６
月
定
例
会
の
教
育

民
生
常
任
委
員
会
に
お
い
て

「
行
政
メ
ン
バ
ー
を
入
れ
て
協

議
会
や
検
討
会
を
立
ち
上
げ
る

必
要
が
あ
る
」
と
い
う
答
弁
が

あ
っ
た
。
半
年
、
ま
た
一
年
で

決
め
た
ら
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長　
12
月
に
教
育
委
員
会

に
検
討
委
員
会
か
ら
報
告
が
あ

る
。
予
定
ど
お
り
進
ん
で
い
る

も
の
と
理
解
願
い
た
い
。

教
育
委
員
会
委
員
の

役
割
と
公
募
制
の
導
入

問　
本
市
の
教
育
委
員
は
月
約

15
万
円
の
報
酬
を
得
て
い
る
。

先
日
、
委
員
会
の
点
検
・
評
価

の
資
料
が
配
布
さ
れ
た
が
、
こ

の
程
度
の
意
見
し
か
持
っ
て
い

な
い
の
か
と
い
う
の
が
私
の
率

直
な
感
想
で
あ
る
。
委
員
の
公

募
制
を
導
入
し
た
ら
ど
う
か
。

市
長　
教
育
委
員
は
年
齢
、
性

別
、
職
業
に
偏
り
な
く
、
人
格

が
高
潔
で
識
見
の
あ
る
人
を
選

び
、
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命

す
る
。
公
募
で
は
な
く
私
の
責

任
で
人
選
し
て
い
き
た
い
。

道
を
体
験
す
る
こ
と
は
、
日
本

人
ら
し
い
人
間
形
成
の
た
め
の

一
つ
の
手
段
と
考
え
る
。
武
道

の
選
択
状
況
を
伺
う
。

教
育
長　
剣
道
が
４
校
、
柔
道

が
８
校
、
両
方
を
履
修
す
る
学

校
が
３
校
と
な
っ
て
お
り
、
秋

以
降
に
授
業
が
行
わ
れ
る
。

問　
必
要
な
用
具
や
道
着
は
ど

の
よ
う
に
用
意
す
る
の
か
。

教
育
長　
家
庭
の
負
担
を
考
慮

し
て
中
学
校
で
購
入
す
る
。

問　
武
道
の
授
業
を
行
う
道
場

は
確
保
で
き
て
い
る
の
か
。

教
育
長　
武
道
場
が
整
備
さ
れ

て
い
る
の
が
４
校
、
余
裕
教
室

の
活
用
が
１
校
で
、
体
育
館
で

10
校
が
実
施
し
て
い
る
。
武
道

場
の
な
い
学
校
で
は
運
動
マ
ッ

ト
を
活
用
す
る
な
ど
、
安
全
面

に
は
十
分
配
慮
し
て
い
る
。

問　
武
道
を
通
し
て
、
子
供
た

ち
に
何
を
学
ん
で
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長　
相
手
を
敬
う
心
、
礼

に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
武
道
の

精
神
が
身
に
つ
く
よ
う
努
め
た

い
。

　平塚市議会では、視覚障がいのあ
る方に向けて「点字版議会だより」
と、音声版「声の議会だより」を発
行しています。

問　議会局（☎21－8791）

ご 利 用
ください

点字版議会だより
声の議会だより

　市政に関することや地域の身近な問題などに対する、市
民のみなさんの意見や要望などを直接市議会に提案できる
制度として、「請願・陳情」があります。請願・陳情はど
なたでも提出することができます。

■提出の締め切り
　請願の提出締め切りは本会議第２日目の午後５時です。陳
情の提出締め切りは定例会で開催する議会運営委員会の２日
前です。
　なお、請願・陳情者の住所・氏名等は一般に公開されます。
あらかじめご了承ください。

◆記載方法などでご不明な点は、議会局（☎ 21‒8791）に
　お問い合わせください。

■請願書・陳情書の提出方法
　請願書・陳情書には、日付、住所、氏名（団体名・役職名）
の記載と押印が必要です。宛て先は平塚市議会議長として
ください。また、請願書には紹介議員の署名が必要です。
　なお、請願・陳情者が多数の場合は、代表者以外の請願・
陳情者の署名や押印などのある「署名簿」を添付すること
ができます。

市政への要望を市議会へ

請願・陳情の提出方法
　市議会では、市長から提出された議案などを審議し、市の意思を最終
決定しています。年４回、３月・６月・９月・１２月に開かれる市議会定例会
は、次のような流れで進みます。

市議会の議案審査

最
終
日

⑤報告 各委員会が審査の経過や結果を報告し、質疑が行われ
ます。

⑥討論 議案について賛成・反対の意見が述べられます。

⑦採決 賛成・反対の採択を行い、議案の可決・否決などが決
定します。

④常任委員会 専門的に議案等を審査し、委員会としての賛成・反対
を決定します。


